
滋
賀
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河
原
宮
ノ
内
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
野
洲
郡
中
主
町
大
字
木
部
下
鳥
立

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
五
年

（昭
６０
）
二
月
―
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
中
主
町
荻
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
辻
　
広
志

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
―
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
野
洲
川
右
岸
の
沖
積
地
に
位
置
す
る
遺
跡
で
、
同
時
期
の
西
河

原
森
ノ
内
遺
跡

。
西
河
原
遺
跡

・
湯
ノ
部
遺
跡
な
ど
に
隣
接
し
て
い
る
。

今
回
の
調
査
は
、
県
道
荒

見

。
上
野

・
近
江
人
幡
線

（県

道
湖
南
幹
線
）
の
道
路
改
良
工

事
に
伴
う
試
掘
調
査
で
あ
る
。

木
簡
は
、
西
河
原
集
落
の
鎮
守

社
で
あ
る
二
之
宮
社
東
側
の
、

離一　Ｎｏ三
一ト
レ
ン
チ
に
お
い
て
、

騨

須
恵
器
杯
力
の
小
片
と
と
も
に
、

一
点
の
み
出
土
し
た
。
狭
小
な

ト
レ
ン
チ
調
査
で
あ
り
、
木
簡
が
出
土
し
た
段
階
で
調
査
を
止
め
て
掘
り
込
み

を
行
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
遺
構
の
性
格
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
多
量
の

有
機
物
と
加
工
木
片
を
含
む
他
の
遺
構
と
の
類
似
性
や
ト
レ
ン
チ
の
規
模
か
ら
、

七
世
紀
か
ら
八
世
紀
の
幅
四
ｍ
以
上
の
溝
跡
の
中
央
部
を
掘

っ
た
も
の
と
考
え

て
い
る
。

木
簡
は
、
他
の
本
質
有
機
物
や
木
片
と
と
も
に
、
水
平
状
態
で
検
出
し
た
。

発
見
時
に
は
中
央
付
近
で
上
下
に
半
裁
さ
れ
上
下
が
完
全
に
分
か
れ
た
状
態
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
穿
孔
の
あ
る
下
半
は
、
左
右
に
半
折
さ
れ
、
丁
寧
な
廃
棄
が

行
な
わ
れ
て
い
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔年
力
〕

ω
　
。
「庚
子
□
十
二
□
日
日
日
―Ｉ
Ｈ
Ｈ
回

⑤
」

。
「［日日日日日日日日日日日日日日日‐十　日日日日日日日日日日日日日日日日］
ｏ
」　　　　　　の６Ｎ
×
卜
牌〉〈Ｐｏ　　ｏＰＰ

短
冊
形
で
、
上
端
の
幅
が
三
五
ｍｍ
、
下
端
が
四

一
ｍｍ
、
厚
さ
は
五
―

一
〇
ｍｍ

と
厚
く
、
上
端

・
下
端

・
両
側
面
と
も
に
削
り
に
よ
っ
て
丁
寧
に
仕
上
げ
ら
れ

て
お
り
、
下
端
よ
り
三
人
ｍｍ
上
に
、
小
刀
状
の
物
で
穿
た
れ
た
約

一
〇
ｍｍ
×
一

七
ｍｍ
余
り
の
方
形
の
穿
孔
が
あ
る
。
樹
種
は
槍
と
み
ら
れ
る
。
木
取
り
は
板
目

で
あ
る
。

墨
書
は
両
面
に
僅
か
に
残

っ
て
い
る
が
、
墨
付
き
が
薄
く
、
折
れ
や
割
れ
に

よ
り
赤
外
線
写
真
な
ど
で
も
判
読
し
づ
ら
い
。
表
面
上
部
に
書
か
れ
た
二
文
字
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は
鮮
明
で

「庚
子
」
と
読
め
、
三
文
字
日
は
右
側
が
消
え
て
い
る
が

「年
」
の

可
能
性
が
あ
る
。
四

・
五
文
字
目
も
右
側
が
消
え
て
い
る
が
、
「十
二
」
と
読

め
る
。
六
文
字
目
以
下
に
つ
い
て
は
、
僅
か
に
墨
痕
を
残
す
の
み
で
、
折
損
し

て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
行
数
も
判
然
と
し
な
い
。
裏
面
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に

墨
痕
を
確
認
で
き
る
の
み
で
、
釈
読
は
で
き
な
い
。

木
簡
の
内
容
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
「年
月

（日
と

を
冒
頭
に
掲
げ
る
書
式

と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
大
宝
令
の
施
行
と
と
も
に

「年
月
日
」
を
末
尾
に
記
載

す
る
形
式
に
変
化
し
て
い
る
の
で
、
「庚
子
年
」
は
、
周
辺
遺
構
や
出
土
土
器

の
年
代
観
か
ら
、
文
武
四
年

（七
〇
〇
）
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
下

端
に
穿
孔
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
管
理
用

（加
除
記
載
形
式
）
の
木
簡
で
あ
る
可

能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
丁
寧
な
手
順
で
廃
棄
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
郡
符
木

簡
が
出
土
し
た
西
河
原
遺
跡
と
と
も
に
、
近
隣
に
こ
れ
ら
の
木
簡
を
扱
う
官
衡

的
な
遺
跡

（野
洲
郡
奈
な
ど
）
が
存
在
す
る
可
能
性
が
益
々
高
く
な
っ
て
き
た

と
い
えゝ
よ
つヽ
。

な
お
、
木
街
の
釈
読

。
解
釈
に
際
し
て
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
史
料
調
査

室
、
並
び
に
元
立
命
館
大
学
の
山
尾
幸
久
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

中
主
町
教
育
委
員
会

・
中
主
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
会

『県
道
荒
見

。
上
野

・

近
江
八
幡
線
単
独
道
路
改
良
工
事

（本
部
・
八
夫
工
区
）
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
試

掘
調
査
報
告
書
』
全

九
八
七
年
）

滋
賀
県
教
育
委
員
会

・
ｍ
滋
賀
県
文
化
財
保
県
護
協
会

『西
河
原
宮
ノ
内
遺

跡
Ⅱ
』
全
一〇
〇
一
年
）

（辻
　
広
志
）

ゑ
手
τ
十
√




